
 

 

 

 

 
 今週一週間、長崎大学教育学部 4年生の学生さんが、いわゆる教育実習とは少し異なる「蓄

積型体験学習」の勉強に大島小へ来ました。コロナ禍の中で、実施が心配されましたが、事

前の体調管理を含め、来島へ向けてしっかりと備えてもらい実現することができました。 

 この学習は、教育学部のカリキュラムの一つとして、いくつかのコースから自分で選択し、

自分の資質向上を図る新しいタイプの学習です。今回は「離島・へき地実習」コースで県内

の離島地区の小中学校の様子や地域を理解することを目的に、大島へ来ることになりました。 

 初日、フェリーを降りるときは、期待と緊張感にあふれる表情で初めての大島に足を踏み

入れましたが、月曜日に紹介してからは、子どもたちともすぐに打ち解け、短い期間ではあ

りましたが、密度の濃い学習となりました。最終日の今日は、朝から全体でのお別れの場を

設けました。二人のあいさつでは、胸にぐっとくるような一週間を振り返っての感想を話し

てくれました。子どもたちへ向けて一人一人に準備したメッセージを渡すなど、あたたかな

心のふれ合いが生まれた一週間でした。期間中、学校内だけではなく、校外で大島村の概要

について見聞する機会も入れていました。大島の歴史や現状、伝統的建造物地区などについ

ても理解を深めてもらいました。（大島村公民館のご協力に感謝します。また、宿泊中に地域

の方からもご支援をいただいたと聞いています。ありがとうございました。） 

 わずか５日間ではありましたが、お二人の教職人生に影響を与えるようなかけがえのない

体験になったことでしょう。次世代を支える素敵な先生をめざし、がんばってください！ 

 

 

 

 かぼちゃやサツマイモなど、学習の中で収穫した物を給

食センターにも持っていきました、ということを以前の記

事でご紹介しました。 

 それらが、何回かに分けて給食のおかずとして子どもた

ちの元へ帰ってきました。 

【かぼちゃは・・】 

 かぼちゃコロッケ、手作りかぼちゃプリン、かぼちゃシチュー、かぼちゃの天ぷら、みそ

よごし、パンプキンカレー になりました。 

【さつまいもは・・】 

さつまいもご飯、いもの天ぷら、さつま汁、大学芋、スイートポテト になりました。 

和洋風、様々な形で楽しませてもらいました。食材を提供する立場の気持ちを少し理解で

きたこのような給食は、ここ大島の給食センターならではの取組の一つで、広い意味での食

育にもつながっています。おごちそうさまでした。 
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